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１ 「私たちの暮らしと政治～横浜みどりアップ計画～」 

提案者より 

・人の営みから学ぶことを大切にした。 

・政治意識を高めることと環境意識を高める。 

 

視点①について 

・学区内の環状二号線には、税金が使われている。→市民の森にも使われている？ 

・資料の読み違いがあり、知識を生かせなかった。 

 

視点②について 

・各学年で学んだことを生かし、学習問題を設定した。 

・資料をじっくり見ることで、社会的事象の意味に迫ることができた。 

 

成果 

・認識のずれを生かすことで問題を設定できた。 

・身近な材にすることで、社会に参加しようとする姿が見られた。 

課題 

・子どもたちが根拠を見付ける時間を確保できなかった。 

・「本気の学習問題」に迫るための考えを整理したり、学習内容をふり返ったりする時間を確保できなか

った。 

質疑応答 

・なぜ市民の森を材にしたのか？ 

→身近な材だから。総合でも取り上げていた。 

・どんな知識の獲得を目指したのか？ 

→どんな知識を付けたらよいのか悩んだ。資料を出すタイミングも難しく感じた。 

 

 

 



２ 「戦争と人々のくらし～M さんとその家族の営みから考える歴史と未来～」 

提案者より 

・教師が感銘を受けた広島で教材化したいという思いから単元づくりを始めた。 

→広島市立袋町小学校（爆心地近く）の壁の伝言板の写真 

M さんが娘の死を先生に伝えた。どんな思いで書いたのだろう？子供と一緒に考えていきたい。 

M さんを通して、M さんに焦点化して、戦争について考えていくことにした。 

視点①について 

・M さんとの出合わせ方を工夫した 

 M さん年表→子供と同世代に生きた M さんを追うことで、どのようにして戦争を生き抜いたかがより

自分ごととして捉えることができる。 

 CG（原爆投下前後）→まちの様子や人々のくらしの様子の変化をより視覚的に捉えることができる 

 

・クラス学びと個人学び 

 クラスのテーマや問題はみんなで追究していくと同時に、個人的に気になったことや調べたいことな

ども個人のテーマとして追究していく形をとった。本単元では、個人学びから、袋町の黒板につながり、

本気の学習問題が成立していった。 

 

視点②について 

・本気の学習問題 

 資料を３つ（①M さんの追記、②M さんが描いた原爆投下後の人々やまちの様子の絵、③終戦後の年

表）を提示した。児童から「あれだけ戦争したのに、世界はまだ終わらない。」といった発言や、自分た

ちの日常を見直したり生かそうとしたりする言動が見られた。 

 

成果 

・導入の工夫 

・人の営みをじっくり見る 

・単元の振り返り→「どれだけ対立しても、話し合いで解決する」 

 

課題 

・本気の学習問題の成立について→１人の意見から成立してしまっていいのか 

 

質疑応答 

・個人学びがどのように生かされたのか→発言の根拠となっていた 

 

新井先生より 

「人の営みに学ぶ」ということから、本単元での M さんに焦点を当てたのはよかった。 

評価規準について。より具体の姿を構想立てる時に考える必要が有る。 

                          文責 浦川 裕貴 （洋光台第四小学校） 


